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は，健常者 名（男性 名，女性 名），平均年齢 歳である．測定は，日をあらためた 日間（ 日目，
日目， 日目）に各 回ずつ行った． 日目の測定では， 回目は を実施しながら行
い，さらに 回目は実施終了直後に行った．結果，指床間距離の平均値は ， ， 回目の順に， 日目は ，
， ， 日目は ， ， ， 日目は ， ， であった．分散分析と多
重比較（ ）では，各測定日における 回目間，および 日目内と 日目内の 回の間には有意
差は認めなかった．しかし， 日目においては，有意差が認められ， 回目に比べ， 回目・ 回目が高値を
示した．これらの結果より， は指床間距離を増大させることが示された．
マイオチューニングアプローチ，立位体前屈，指床間距離

































































目 ， 日目 ， 日目 であり，
有意差は認められなかった．また， を実施し
ていない 日目および 日目の測定日内での 回の
平均値は， 日目において 回目 ， 回目
， 回目 ， 日目において 回目 ，
回目 ， 回目 であり，両日とも有意
差は認められなかった．それに対して， を実
施した 日目の測定日内で 回の平均値は， 回目
， 回目 ， 回目 であり，
回目に比べ 回目および 回目が有意差（ ）
に高い値を示した（図 ）．
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